
令和７年１２月４日

報道関係者各位 山県市

山県市立梅原小学校（校長 埴岡 靖司 以下 当校）は、性に関する講話「いのちの授業」

を親子参加型で行います。

当校は、本年度「命について感じ、考える一年」を目指して、お子さんを自死で亡くされた

篠原真紀さんの講話「いのちの学習」を７月に行いました。

今回は「いのちの授業」として、岐阜医療科学大学 助産学専攻科の澤田 未緒 氏に命の誕

生から成長していく過程、出産の様子などについて講話をしていただきます。また、プライ

ベートゾーンについても学び、自分や周りの人の命や自分の体を大切にする意識を親子で高

めることをねらいとしています。

場 所 梅原公民館

日 時 １２月４日（木）１４時３０分～１５時１５分

主な参加者
岐阜医療科学大学 助産学専攻科 澤田 未緒 氏

４、５、６年児童（２４人）とその保護者

活動内容 性に関する講話（胎児人形を抱く体験 など）

【本件に関する報道関係者からのお問い合わせ】

山県市立梅原小学校 教頭 島戸 ゆり

Tel：0581-22-1068 Fax：0581-27-3733

Mail：umeharasyo@yamagata-gifu.ed.jp
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